
 

 

 
 

 

 

 
 

会誌「たちばな」 

 

静岡県養護教諭研究会 副会長 飛田 絵理 

 

会誌「たちばな」の表題は、代々変わることなく受け継がれています。「たちばな」は先輩

方の想いが込められた、静岡県の養護教諭を繋げる大切な会誌です。そして、養護教諭の皆

様はもちろんのこと、養護教諭に関わる他職種の方々にも協力をいただきながら創られてい

ます。 

 原稿の執筆は、担当地区で選出していただいたり、編集委員から声をかけさせていただい

たりして依頼をしています。原稿依頼の連絡をするときは、「引き受けてもらえるだろうか」

とドキドキしてしまいますが、皆さんが快く受けてくださり本当にありがたく思います。今

まで執筆に関わってくださったすべての皆様に、心より感謝申し上げます。 

 編集作業に当たり、以前の「たちばな」を読み返す機会が多いのですが、すばらしい実践

やあふれる想いに触れることができ、改めて勉強させていただいています。また、「地区の研

修会で、『たちばな』を持参して研修を行う機会がある」というお話も伺うことができました。

自分自身は経験したことがなかったので新鮮なことと感じ、「おもしろい研修ができそうだ」

と、多様な「たちばな」の活用についても考えることができました。 

 現在、会誌「たちばな 68 号」の発刊に向けて、編集委員で作業を進めています。一人でも

多くの会員の皆様のお手元に届いたら幸いです。 
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  静岡県養護教諭研究会 

代 表 中島 由紀江 

(富士宮市立富士宮第一中学校)  

静岡県高等学校養護教育研究会役員、本研究会役員、会誌「たちばな」 

編集委員、地区理事が参加して、小中高交流研修会を開催しました。 

前半のＳＲＨケアクリニック 今井 伸先生による「常識を塗り替える 

ことの難しさと大切さ」の御講演では、性の多様性、性別不合、ジェン 

ダー外来についてなどのお話を詳しく聞くことができました。  

後半は、地区ごとに分かれ、「ジェンダーに関する学校での理解と対応」 

について小中高校の先生と情報交換をしました。 

研修会の内容については「たちばな 68 号」に掲載されます 

ので、そちらをご覧ください。 

８月 21 日（木） あざれあ 

小中高交流研修会 報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養護教諭夏季研修会       8 月 8日（金） グランシップ 

昨年度は、南海トラフ地震の臨時情報発令により実施できず、1 年ぶりの夏季研修会 

となりました。 

講 演 「子どもたちのネットとゲーム依存について多角的に考える」 

講 師 獨協医科大学 埼玉医療センター 子どものこころ診療センター 

井上 建 准教授 ・ 大森 希望 助教 

夏季研修会の報告(講話の内容や最後の質疑応答の内容 等)が静岡県養護教 

諭研究会のホームページに掲載されていますので、ぜひご覧ください。 

 

冬季研修会のお知らせ    １２月１８日（木） グランシップ 

今年度の冬季研修会は、12 月発刊予定の養護教諭実践事例集 19「学校組織で取り組む『危機

管理』PartⅡ」（仮）を活用して行います。午前は、スポーツ振興センター職員や国際救急法研

究所 宇田川規夫氏による講演を行います。午後には、救急法や危機管理研修の作り方などの実

技研修を行う予定です。詳細は後日お知らせいたします。多くの会員の皆様の参加をお待ちして

います。

湖西地区では、小学校６校、中学校５校からなり、会員数 11 名で組織されています。 

「これからの学校保健の在り方」を研修テーマとして、研修会や講演会を年９回ほど開催する他、

保健教育同好会で自主研修の場を設けています。養護教諭研修会を中心に、保健主事との合同研

修会や学校医にも参加いただく講演会などを通して、学校内や学校外の関係機関との連携を深め

ながら、地域全体で子どもの健康の保持増進に努めています。  

研修では、小規模の強みを活かし、立場や経験を超えて、養護教諭同士が執務上の悩みや課題、

健康教育の実践を共有する中で、互いに支え合える関係性を築いています。さらに、執務の効率

化のため、市内で独自のマニュアルを作成し、多様化する学校保健の課題解決に取 

り組んでいるところです。 

今後も、湖西地区全体での連携力をもって、養護教諭としての専門性を向上させ、 

生涯をたくましく生き抜く力をもつ子どもの育成に向けて、支援の質を高めていき 

たいと考えています。 

地区紹介② 湖西地区 

地区紹介① 志太地区 

志太地区は、藤枝市・焼津市・島田市の小学校 43 校、中学校 26 校（附属島田中を含む）から

なり、73 名の会員で組織されています。児童生徒が抱える様々な健康課題を踏まえ『心身ともに

健康で、活力に満ちた児童生徒の育成～子どもの「こころとからだ」の健やかな成長を目指して

～』を研修テーマとして、地区全体の研修会を計画しています。 

７月は、静岡県立こども病院精神保健福祉士 深澤美里氏をお招きして「最近の子どもたちの

様子と病院と学校とのつながり」について研修を行いました。８月の志太教育研究集会では、藤

枝市が研究発表を行い、互いに学びを深めました。12 月の研修会では、班別に分かれ、学校保健

委員会や日常の執務についての情報交換を行う予定です。 

また、志太地区で使用している情報管理システム「デジタル校務」について会 

員から意見を集約し、定例会で検討する等、執務の効率化を図っています。校種 

や経験年数の垣根を越え、限られた研修会の中で更なる学校保健の充実を目指し 

活動していきたいと思います。 
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